
No. 156

29 -1st- 20
14 -2nd- 13
20 -3rd- 21
23 -4th- 11

-OT1-

-OT2-

-OT3-

PF
M A M A M A TF OR DR TOT

4 * 2 0 0 1 3 0 0 1 1 0 1 0 1 0 0 12:18

5 * 28 8 18 2 6 0 0 2 1 7 8 2 7 0 0 38:41

6 2 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1:19

7 * 2 0 0 1 2 0 0 1 1 2 3 0 2 0 0 18:50

8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1:19

9 - - - - - - - - - - - - - - - DNP

10 * 11 0 0 4 7 3 9 2 7 11 18 3 0 0 1 38:41

11 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1:01
12 * 28 7 13 1 1 5 5 0 0 8 8 1 4 0 1 38:41

13 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1:19

14 7 0 1 3 5 1 1 1 1 3 4 0 2 0 0 20:09

15 6 1 4 0 8 3 4 2 0 3 3 3 5 0 0 26:41

16 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1:01

17 - - - - - - - - - - - - - - - DNP

18 - - - - - - - - - - - - - - - DNP

0 0 0 0 0 0 7 4 11 2

合　　計 86 16 37 12 32 14 21 10 18 40 58 12 21 0 2 200:00

PF
M A M A M A TF OR DR TOT

4 2 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 2 0 5:41

5 7 1 4 2 3 0 0 2 0 0 0 0 1 1 0 9:01

6 * 16 0 3 7 9 2 2 2 1 5 6 0 4 1 1 32:26

7 * 8 0 2 3 8 2 3 1 5 3 8 1 2 0 1 38:29

8 * 11 2 8 2 11 1 2 4 3 0 3 0 0 0 3 34:37

9 7 1 8 2 2 0 0 3 2 1 3 0 1 1 0 14:46

10 5 1 3 1 2 0 0 0 0 1 1 0 1 1 0 12:12

11 - - - - - - - - - - - - - - - DNP

12 * 4 0 0 2 5 0 0 0 2 5 7 0 3 0 0 27:21

13 - - - - - - - - - - - - - - - DNP

14 * 3 0 1 1 4 1 2 4 1 5 6 0 3 1 0 17:43

15 2 0 4 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6:17

16 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0:49

17 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0:38

18 - - - - - - - - - - - - - - - DNP

0 0 0 0 0 0 0 4 4 0

合　　計 65 5 34 22 47 6 9 18 14 24 38 1 15 7 5 200:00

FG: F: TO: MIN:
成功数 3P: OR: AS: S: スターター

試投数 2P: DR: ST: OT: 延長

シュート率 FT: TOT: BS:

ゲームレポート

ブロックショットトータルリバウンド

37.5% 66.7%43.2%

越田 大翔

ポイント

2ポイントシュート

喜多 陸登

3ポイントシュート

14.7%

MIN

フリースロー

ST BS

出場時間

佐藤 久夫 / TEAM

山崎 紀人

【総評】
高校総体2位の北陸(福井)と、その高校総体の3回戦で北陸に敗れた明成(宮城)との男子準々決勝。第1クォーターに#12米本の連続3ポイントシュートなどで
リズムをつかんだ北陸がディフェンスリバウンドも支配し、明成に逆転のきっかけをつかませない。後半に入っても北陸は#5高橋のロングレンジの3ポイント
シュートが次々に決まり、守っては#12ダンテを中心に最後までリバウンドを支配して、65-86で明成を下し、準決勝進出を決めた。

【第１クォーター】
両チームともにマンツーマンでスタート。北陸は#12ダンテが、明成は#7越田がともにバスケットカウントを決めて、お互いが一歩も引かない序盤戦となった。
先に抜け出したのは北陸。#12米本が3本連続で3ポイントシュートを決めて、チームに勢いを与える。明成も#14山崎(紀)のジャンプシュート、#6山崎(一)の3ポ
イントシュートなどで反撃を試みるが、北陸の固いディフェンスを崩しきれない。それでも最後は明成が速攻などで点差を詰め、20-29で第1クォーターを終え
る。

【第２クォーター】
立ち上がり、明成のゾーンディフェンスに対して、北陸は#5高橋が3ポイントシュートを決めて、明成に傾きかけていた流れを取り戻す。守っても、明成のパッシ
ングや1対1にしっかりとついていき、簡単なシュートを打たせない。中盤、明成は#10蒔苗の3ポイントシュート、#12木村の速攻などで徐々に点差を詰めていく
が、北陸も#12米本の3ポイントシュート、#1ダンテのゴール下が決まって押し返していく。最後は北陸#14小川のジャンプシュートが決まり、33-43で北陸が10
点リードをして前半を折り返す。

【第３クォーター】
明成はセカンドチャンスから#8山崎(一)が3ポイントシュートを決めてスタートさせるが、北陸も#5高橋が決め返すなど、序盤はお互いが得点を決め合う展開と
なる。中盤、明成はタイムアウトで流れを断ち切ると、ゾーンディフェンスで仕掛ける。しかし北陸#5高橋がロングレンジの3ポイントシュートを決めて、流れを
渡さない。北陸#14小川の1対1で16点差になったところで、明成が2度目のタイムアウト。すると明成は#5一戸が3ポイントシュート、スティールからの速攻を立
て続けに決め、再び10点差に押し戻す。最後は明成#7越田が速攻を決めて54-63で第3クォーターを終える。

【第４クォーター】
序盤、明成のゾーンディフェンスに対して、北陸#5高橋が立て続けにロングレンジの3ポイントシュートを決めてリードを広げると、さらに#15土屋も3ポイント
シュートで続いて、明成に反撃のきっかけを与えない。明成はシューターの#5一戸を再投入して追い上げを図るが、北陸は#12ダンテを中心に最後までリバウ
ンドを支配していく。明成は終盤、#12木村がジャンプシュートを決めるが、チームファウルの累積で北陸にフリースローでの得点与えるなど、反撃の糸口をつ
かめないまま65-86で北陸が勝利をあげた。

担当者： （） 公益財団法人日本バスケットボール協会

HC

HC

M:

A:

開催場所：

試合区分：

期　　　日：

FT

2P FG3P FG FT

小川 翔矢

土家 拓大

S

開始時間：

北陸

(福井/総体2位)

No.
3P FG

○

86

北陸

MINST BS

髙橋 颯太

山岡 純也

加藤 大成

前島 潤

岡川 久輝

ダンテ スレイマニ

祐村 健多

伊藤 瑠偉

米本 信也

松山 魁武

下地 秀一郎

赤尾 夢大

TO AS
2P FG REBOUNDS

PTS選手名

河合 海輝

選手名

山﨑 一渉

加藤 陸

％:

ディフェンスリバウンド

ターンオーバーファウルフィールドゴール

スティール

66.7%46.8%

オフェンスリバウンド
PTS:

アシスト

布村 壮馬

木村 拓郎

小川 祥英

ブルハン 玲央

山内 ジャヘル琉人

明成

TO
REBOUNDS

AS

重野 善紀 / TEAM

PTSNO. S

清水 晃

蒔苗 勇人

浅原 紳介

一戸 啓吾

菅野 ブルース

SoftBank ウインターカップ2019
令和元年度 第72回全国高等学校バスケットボール選手権大会

2019(R01)年12月27日 (金) クルーチーフ：

アンパイヤ―：

(宮城)

武蔵野の森総合スポーツプラザ　Mコート

久保　知仁

北島　寛臣、加藤　暁生

明成●

65

18:50 20:18終了時間：

男 男子準々決勝
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得
点

時間（分）

得点経過
明成 北陸

明成 北陸

1Q なし なし

2Q なし なし

3Q 6：00、4：39 1：43

4Q なし なし


